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口腔と全身の健康の関係を再考する　−深井保健科学研究所　特別セミナーに参加して−

深井保健科学研究所　特別セミナーは「歯の喪
失」をテーマに開催され、歯の喪失を様々な視点
から考えることができる良い機会だと思い参加い
たしました。歯科医療に携わっている者にとって、
「歯の喪失」を防ぐことは大きな目標の一つであ
り、予防歯科を専門に研究している私にとっては
最重要課題になります。今回のセミナーを通して、
印象に残った提議がありましたのでその点を中心
に述べたいと思います。
歯の喪失と全身の健康の関係について、歯が多
く残存しているから全身が健康であるのか、また
は逆に、全身が健康であるから歯が多く残存する
のか、という議論がありました。過去の調査研究
から、歯の喪失が少ない者は癌や心疾患などの死
亡率が低く、生存年数が長いこと、また、認知症
になる者や要介護状態になる者が少ないことなど
が分かっています 1，2）。これは、残存している歯
が多いと、食事摂取が充分にできるため低栄養を
防ぐことができ、免疫機能の低下を防止して病気
の治癒・回復を望めるからだと考えられます。ま
た、歯を喪失する主な原因はう蝕と歯周病ですが、

歯周病に注目すると、歯周病がある者は糖尿病や
心疾患などの全身疾患にかかりやすいことが分
かっています。このように、口腔が全身の健康に
影響するという視点は、歯科医療関係者にとって
は歯が重要であることを訴えるために考えいりや
すいものです。しかし、全身の状態が健康である
から歯が多く残存するという視点で考えると、例
えば認知症になってしまうと、歯磨きができず口
腔衛生状態が不良となったり、歯科医院に行くこ
とが困難となって歯科治療が行えなくなり、歯を
喪失するリスクが高くなることは容易に想像でき
ます。歯の残存と全身の健康状態に関係があるこ
とが分かっていると、一方が原因で他方が結果で
あるという因果関係を考えてしまいがちになって
しまいますが、両方が影響しあう共変関係である
視点が必要であることをセミナーを通じ学びまし
た。
また、その他に印象に残った議論として、歯の
喪失状況は世代によって様相が異なるため、世代
別に検討を行ったほうがよいという内容です。歯
科疾患実態調査によると1981年で60〜64歳の一
人平均現在歯数は13.7歯だったのに比較し、2005
年では21.3歯となっており、戦前世代と戦後世代
では歯の喪失状況が異なっていることが明らかで
す。このように、戦前世代に比べ戦後世代で歯の
喪失が少なくなった要因としては、歯科医療が普
及したことが大きく関係していると議論がされて
いました。
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現在、歯科医療環境が整ってきてはいても、80
歳で20歯以上有する者の割合は25％であり3）、治
療技術が進んでも歯の喪失をさらに防ぐには限界
があると考えられます。歯科医療は治療中心型か
ら予防中心型に変わりつつあると言われており、
歯科診療所で個人を対象とした歯の喪失の予防対
策は広まってきています。一方、集団を対象とし
た予防対策として、小学校でのフッ化物洗口が行
われてきていますが、一生を通じ継続した公衆衛
生対策はないというのが現状です。う蝕の公衆衛
生対策としてはフッ化物の利用を勧めることが考
えられます。しかし、歯周病の公衆衛生対策はほ
とんど考えられていません。歯周病のリスク因子
は喫煙、食事、飲酒、ストレスといった慢性疾患
と共通のものであることを考えると、全身の健康
を増進させることが歯周病の予防にもつながると
思われました。さらに、今回のセミナーから学ん
だ、口腔の健康は全身の健康と共変関係であるこ

とを考えると、全身の健康を増進させると口腔の
健康が増進し、口腔の健康が増進すると全身の健
康がさらに増進するといった、健康の循環が機能
するような公衆衛生対策を作りあげることが必要
になってくると考えられました。
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